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北東アジア動向分析

2014年の東北経済、全国平均より大きく下回る
　2014年東北三省の実質域内総生産（GRP）成長率は、遼寧

省が前年同期比5.8％増の２兆8,627億元、吉林省が同6.5％

増の１兆3,804億元、黒龍江省が同5.6％増の１兆5,039億元

であった。三省とも全国平均の成長率（同7.4％増）を大きく

下回り、厳しい状況が続いている。

　東北三省の工業生産の動向を見ると、2014年の一定規模

の工業企業（年間売上高2,000万元以上）の付加価値増加率

は、遼寧省が前年同期比4.8％増、吉林省が同6.6％増、黒龍

江省が同2.9％増にとどまった。黒龍江省は全国平均の8.3％

を大きく下回った。吉林省の一定規模の工業企業の利潤額

は同12.3％増の1,398億元に達し、成長率は全国平均より９

ポイント高かった。

　投資動向を示す2014年の固定資産投資額（農家除く）をみ

ると、遼寧省は前年同期比1.5％減の２兆4,427億元、吉林省

は同15.4％増の１兆1,255億元、黒龍江省は同1.5％増となっ

た。全国平均の15.7％を下回ったほか、省間のばらつきが見

られた。吉林省の第一次産業の固定資産投資額（農家除く）

は44.7％増、第二次産業は同16.0％増、第三次産業は同

12.4％増となり、農業関係の投資が大きく成長した。

　消費の動向をみると、2014年の社会消費品小売総額は、

遼寧省が前年同期比12.1％増の１兆1,793億元、吉林省が同

12.1％増の6,081億元、黒龍江省が同12.2％増の6,964億元と

なった。伸び率は全国平均（12.0％）とほぼ同じだった。

　2014年の貿易動向を見てみると、輸出の伸び率は、遼寧
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2011年 2012年 2013年 2014年
中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江

経済成長率（実質） ％ 9.3 12.2 13.8 12.3 7.7 9.5 12.0 10.0 7.7 8.7 8.3 8.0 7.4 5.8 6.5 5.6
工業生産伸び率（付加価値額） ％ 13.9 14.9 18.8 13.5 10.0 9.9 14.1 10.5 9.7 9.6 9.6 6.9 8.3 4.8 6.6 2.9
固定資産投資伸び率（名目） ％ 23.8 30.2 30.3 33.7 20.3 23.5 30.5 30.0 19.6 15.1 20.0 24.0 15.7 ▲ 1.5 15.4 1.5
社会消費品小売額伸び率（名目） ％ 17.1 17.5 17.5 17.6 14.3 15.7 16.0 15.9 13.1 13.7 13.7 13.8 12.0 12.1 12.1 12.2
輸出入収支 億ドル 1,551.0 61.2 ▲ 120.5 ▲ 31.7 2,311.0 119.1 ▲ 126.1 ▲ 89.5 2,592.0 148.0 ▲ 123.4 ▲ 64.2 3,824.6 35.6 ▲ 148.2 42.2
輸出伸び率 ％ 20.3 18.4 11.7 8.5 7.9 13.5 19.7 ▲ 18.3 7.9 11.4 12.9 12.4 6.1 ▲ 9.0 ▲ 14.3 6.8
輸入伸び率 ％ 24.9 19.6 37.8 130.0 4.3 2.5 8.9 12.2 7.3 7.8 2.8 ▲ 2.2 0.4 10.5 7.9 ▲ 0.05

（注）前年同期比
工業生産は、一定規模以上の工業企業のみを対象とする。2011年１月には、一定規模以上の工業企業の最低基準をこれまでの本業の年間売上高500万元から2,000
万元に引き上げた。
2011年１月以降、固定資産投資は500万元以上の投資プロジェクトを統計の対象とするが、農村家計を含まない。

（出所）中国商務部、国家統計局、遼寧省統計局、吉林省統計局、黒龍江省統計局、吉林日報（2015年１月30日付）の資料より作成

中国（東北三省）
省が前年同期比９％減（587.6億ドル）、吉林省が同14.3％減

（57.78億ドル）、黒龍江省が同6.8増（173.4億ドル）、黒龍江省

を除いてマイナス成長であった。全国の輸出伸び率は同

6.1％増だった。輸入の伸び率は、遼寧省が同10.5％増（552

億ドル）、吉林省が同7.9％増（206億ドル）、黒龍江省が同

0.05％減（215.6億ドル）であった。全国の輸入伸び率は同

0.4％増だった。輸出から輸入を引いた純輸出は、遼寧省が

プラス35.6億ドル、吉林省がマイナス148.22億ドル、黒龍江

省がマイナス42.2億ドルとなった。全国の純輸出はプラス

3,824.6億ドルだった。

　2014年の消費者物価指数（CPI）は、遼寧省が前年同期比

1.7％上昇、吉林省が同2.0％上昇、黒龍江省は同1.5％上昇し

た。全体では全国平均（2.0％）に近い値で推移している。

東北経済をめぐる議論
　東北経済の低調を受けて、中国国内で様々な議論が展開

されている。東北振興政策を10年以上実施したにもかかわ

らず、成長率は全国平均を大きく下回ったのはなぜなのか。

資源・エネルギー依存、重工業依存から脱却できたとは言

い難く、振興政策の有効性を疑問視する見方がある。一方、

資源型経済・重工業依存から脱却するのはどの国にとって

も難しい問題で、長期間の取り組みが必要である、東北振

興政策がなければ問題はさらに深刻していたと主張する学

者もいる。中国は「新常態」と呼ばれる低速安定成長の段階

に入り、東北経済は長期低迷を覚悟してじっくり構造調整

に取り組むか、深刻な問題を内包しながら再び政府主導の

投資に引っ張られるかが注目されよう。

� （ERINA調査研究部研究主任　穆尭 ）




